
102 ROBOCON Magazine 2005.8

こんにちは。梓みきおです。

二足歩行ロボットのイベントというと、す

ぐに思い浮かぶのは「ROBO-ONE」。だが、

ROBO-ONEはごっついロボットがどかーん

と闘っている（←雑なイメージ）世界なので、

ワタクシのように私立文系の人間では、なか

なか気軽に入っていけない気がします。

でも、やっぱり参加してるほうが楽しそう

だよなぁ、と思った矢先、編集部にKHR-1

だけの大会「KHR-1 ファーストアニバーサ

リー（以下、アニバーサリー）」の案内が届き

ました。ふむふむ、コレならKHR-1しかいな

いし気楽に参加できそう。ちょうど編集部に

はKHR-1が 1機あるし。

イベントレポートを見ていると、すごい人たちがすごい技術で競っていて、とてもじゃないけど自分は参加でき

ない……なんて思っている人はいないだろうか。人間、やってみないとわかりません。まずは飛び込んでみよう、

という突発企画、スタート！

ふと見回すと、編集部の新人・高橋さとみ

嬢がいらっしゃる。oh！ これはイイところに。

いたいけな新人さんが何か言いかけたのを

制し、あれよあれよとエントリーを決定。つ

いでに記事化も決定（もちろん編集長と相談

済）。

よっしゃ。これであとは高橋嬢が右も左も

わからなくなったタイミングで、颯
さっ

爽
そう

と現れ

たワタクシが頼りがいのあるところを見せれ

ば、今後尊敬を勝ち取れるに違いない！ 人

間最初が肝心デース！

えーと、ワタクシはROBO-ONE以外知ら

ないんですが……それはもしかして、かなり

本気だったってことですか？ もしかしてワタ

クシ、地雷踏みましたか？

めちゃめちゃヤル気です。

ものすごく本気なロボコンの方 （々イメージ）

まず、イベントに出るからには、イベントの

ルールを知らなければ話になりません。どん

な機体がOKで、どんなことがアウトなのか。

いったいどんな能力が必要なのかがルールに

書いてあるので、これを熟読しましょう。

今回のアニバーサリーは、第 4 回の

「ROBO-ONE J-class」を基本にしたルール

で、外装（飾り）の改造はOKだけども、機

構パーツは近藤科学純正でなければダメ。幸

い、編集部のKHR-1は純正パーツ以外使わ

れていないので、これはクリア。

また、予選は寝ている状態からスタート→

ダッシュ（徒競走）のタイム勝負で行われるの

で、モーションを改良しなければいけません。

高専ロボコンをガッツリやっていたという

高橋嬢も、モーションは初体験。まずは電源

の入っていないKHR-1をわちょわちょ（本

人談：手足を自由に動かしてポーズをつける

様
さま

）してイメージを固めてもらいます。

ヒト型なんですけど、人が自然にできる姿勢

ができなかったり、逆に人にはできない姿勢

が楽にできたり、何だか自分の中の感覚との

ギャップを感じますね。

実は、この作業が一番大事かもしれません。

自分のロボットはこんな動きができるんだ、

というのがわからないと、モーションも作れま

せんので。

モーションは「ぱらぱらマンガ」みたいなも

のですので、「こうして、こうして、こう動く」

という手順までイメージして、それから実際

のモーション作成に移ります。
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